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地域に密着した国際協力の拠点として
ＪＩＣＡ兵庫は、兵庫のみなさんと共にあります。

兵庫の経験や技術をJICA兵庫から世界へ
－ 海外技術研修員受入れ －

背 景
　兵庫／神戸は、以下のとおり古くから日本の代表的な港 *として、日本の中でも海外との交流・協力の先進地域であり、国際交流・
協力の一大拠点のひとつとなっています。歴史的に外国人を受入れ共生してきたことや、南米への移民を送出してきたことなどから、
関西の中でも特に市民や自治体・大学・研究機関・企業などによる国際協力への支援・理解が得られやすい地域特性があります。特に、
兵庫県・神戸市は、国際協力に熱心です。

沿 革
　このような背景の下、JICAは、兵庫県において以下のとおり活動してきました。

　JICA 兵庫は、開発途上国・地域から毎年 400 人を超える技術研修員を受入れています。2009 年 8 月には、1973 年の旧
センター開設以来の研修員受入累計人数が 5,000 人に達しました。世界の様々な国や地域から兵庫へやって来た研修員たちが、
兵庫県内の様々な技術や知見を学んでいます。
　JICA兵庫では、特に、国際防災研修センター（DRLC）が実施する防災分野の研修のほか、兵庫県の特色豊かな経験や技術を活
かし、環境・貿易・地域保健などの分野の研修を行っています。研修員は、兵庫県内の自治体・大学・国際機関・民間企業・市
民団体などから、自国で活用・応用できる技術やシステムを学びます。研修員は、これらの兵庫での「学び」から、各国で直面し
ている共通の「課題」を解決するためのヒントを得、講師や他の研修員との議論を通じて自国に持ち帰ることのできる「解決策（ア
クションプラン）」の作成まで指導する課題解決型の研修が主流となっています。
　また、JICAはこのようなアクションプランの帰国後の実現状況の報告を義務付けると共に、必要に応じフォローアップ協力を行い、
帰国研修員の活動を支援しています。
　このように、研修員は、帰国後に兵庫での研修を基に、創意工夫しながら、それぞれの国の発展のために活躍しています。

平安時代末（12世紀）　　平清盛により日宋貿易の拠点である大輪田泊に人工島経が島が築造される。
鎌倉時代　　　　　　 　　国内第一の港として兵庫津と呼ばれる。
江戸時代　　　　　　 　　鎖国政策下、西廻り航路の北前船や内海船の要港、朝鮮通信使の寄港地として栄える。
1868年（慶応3年）　　兵庫港として開港
　　　　　　　　　　　　 明治維新後、海運業が隆盛してロンドン・ニューヨーク・ハンブルクと並ぶ世界４大海運市場となる。
1869年以降　　　　　　開港場が神戸港と呼ばれ始める。
1908年（明治41年）　 ブラジル移民第一次船笠戸丸が出航
1928年（昭和 8年）　　国立神戸移民収容所（後の神戸移住センター）*が設立される。（石川達三の直木賞受賞作「蒼氓」の舞台）

1952年 8月　兵庫県海外協会設立（1961年 7月　財団法人化）
1962年 6月　アジア協会を廃止し、海外技術協力事業団（OTCA）設立
1963年 7月　㈶日本海外協力連合会（海協連）と日本海外移住振興㈱を統合し、海外移住事業団（JEMIS）設立
1964年 7月　JEMIS 兵庫県事務所を設置（兵庫県庁内）し、兵庫県海外協会の事業を継承
1964年10 月　神戸移住センターを外務省からJEMIS へ移管
1965年 4月　日本青年海外協力隊（政府事業）発足、実施をOTCAへ委託
1971年 5月　JEMIS 神戸移住センター閉鎖 *1
1973年 8月　OTCA兵庫インターナショナルセンターを兵庫県・神戸市の協力を得て鉢伏山麓（神戸市須磨区一ノ谷町4-5-10）に開設
1973年10 月　JEMIS 各都道府県事務所を12ブロックに再編し、神戸支部（兵庫県・岡山県・鳥取県を担当）へ統合
1974年 8月　OTCAとJEMISほかを統合し、国際協力事業団（JICA）設立。日本青年海外協力隊を青年海外協力隊と改称し、継承
1979年 7月　神戸支部を大阪支部へ統合し、関西支部と改称（滋賀県・京都府・大阪府・兵庫県・奈良県・和歌山県を担当）
1982年 3月　国際緊急医療チーム発足
1987年 9月　国際緊急援助隊発足により、国際緊急援助体制（救助チーム・医療チーム・専門家チーム）を確立
1995年 1月　阪神・淡路大震災発生。JICAは、国際緊急援助隊（JDR）を派遣し、支援物資 *2を供与＜唯一の JDR国内派遣例＞
1996年 4月　関西支部を廃止し、大阪国際センター（JICA大阪）へ統合
　震災復興プロジェクト「神戸東部新都心」の中心的な施設「国際協力事業団兵庫国際センター（JICA 兵庫）」として以下の日程で　　　　　　　　　 
　「HAT神戸 *2」へ移転。研修員受入れ以外の事業をJICA大阪から移管し、兵庫県内の JICA事業を一元的に担当
2000年 4月　着工、2001年 10月　竣工、2001年 12月　業務開始、2002年 4月　正式開館
2003年10 月　独立行政法人国際協力機構（JICA）設立
2007年 4月　兵庫県と共同で国際防災研修センター（DRLC）を設置
 *1「海外移住と文化の交流センター」として改装され、公開されています。（2009年 6月3日開所式）
 *2「国際緊急援助隊の派遣に関する法律（通称 JDR 法）」上、活動地域が海外に限られるため、成田備蓄倉庫の支援物資を　　　　　　　　　　　
　　 書類上廃棄処分として神戸へ運んだ。
 *3 神戸東部新都心の愛称（Happy Active Townの略）

おおわだのとまり

かさとまる

きょうがしま

ひょうごのつ

* 神戸港の歴史は→　神戸市みなと総局ホームページ　http://www.city.kobe.lg.jp/life/access/harbor/index.html
  　　　　　　　　　みなと神戸ポータルサイト　http://www.port-kobe.jp/index.html

兵庫県広域防災センターにて Eディフェンスを見学 街歩きによる防災マップの作り方と活用方法を学ぶ

リハビリの医療技術を学ぶ 神戸市内の防災福祉コミュティの訓練に参加

ＪＩＣＡ兵庫の使命
　兵庫には、古くからの国際貿易港としての地の利を活かした貿易・食品衛生検査や、内海（閉鎖性海域）である瀬戸内海の環境
管理などのノウハウがあり、JICA はそれらの分野を中心に研修員受入れを実施してきました。更には、1995 年の阪神・淡路大
震災という未曾有の災害を契機として、関係機関や市民による兵庫／神戸発の国際協力に向けた様々な取組みが広がっています。
　HAT 神戸には、JICA 兵庫のみならず、国連人道問題調整事務所（OCHA）・国際連合地域開発センター（UNCRD）・国連国
際防災戦略事務局（UNISDR）などの事務所、アジア防災センターなどの多国間防災機関、人と防災未来センター・兵庫県災害
医療センター・兵庫県こころのケアセンターなどの兵庫県関連機関などが集積し、防災・減災と復興への取組みを促す世界の一大
拠点となっています。被災と復興の経験・教訓を蓄積し、世界の人々へと伝え、災害に対して脆弱な開発途上国の防災・復興を担
う人材を育成するという日本の重要な責務は、ここ兵庫においてこそ実現できるものであり、その核となるのがJICA兵庫です。
　また、政府開発援助（ODA）を行うJICA兵庫と、地域の国際理解・国際交流事業（JICAとの連携を含む。）を行うひょうご国
際プラザ（㈶兵庫県国際交流協会が運営。JICA兵庫に隣接）とは、車の両輪の関係にあります。
　JICA兵庫は、地元の期待を受け、ここ兵庫でしかできない国際協力事業の効果的な実施のために、地域の力を活かすだけでなく、
地域社会にも役立つ事業を展開しています。


